
令和 4年度  ―宮市公民館事業要項

公民館 はこれまで地域の生涯学習の拠点 として大きく貢献 してきま

した。 しか し、公民館 を取 り巻 く社会状況 は、公民館が創設 された時

代 とは大きく異なってきま した。公民館 を知 らない世代や、一度 も公

民館 に足を運んだ ことのない人 も増 えつつあ ります。若年層の公民館

離れ も著 しいものがあ ります。

一方で、地域の連帯意識 が薄れ、 日常生活において地域社会 とのつ

なが りが少なくなってきた といわれて久 しくな りま した。

また、高齢者、ボランティア、家庭教育な ど、民間にはな じみにく

い新たな学習課題 も生まれてきています。

そこで、これまでの生涯の各ステージに合 った課題解決のほかに、

若い世代 を含む多 くの人に公民館 を知 って もらう、公民館で地域の連

帯意識 を高める、公民館 な らではの学習プログラムを提供するな ど、

時代にあった公民館事業を展開 して行かなければな りません。

具体的なテーマ としては、健康、人権、豊かな人間性、家庭・家族、

地域の連帯、世代間交流、まちづ くり、 コミュニテ ィづ くり、高齢化

社会、ボランティアの推進 な どの現代的課題 に取 り組んで行 きたい と

思います。

なお本年度予算は、地域づ くり協議会交付金の枠組みの中で、市民

協働課で計上 しますが、 この要項に準拠 して事業を実施す るもの とし

ます。



共 通 事 項

1.各 公民館 で 「魅力 ある地域づ くり」 「家庭・青少年学習」 「成人 0

高齢者学習」 「女性学習」 「学習発表会」 「体育 レク リエーシ ョン」

の 6つ の事業 を実施す る。 なお、三条・朝 日地 区は 「学習発表会事

業」を除外 して実施す る。

2.他 団体へ 「助成金」 「補助金」等 として支出す ることはできません。

各事業か ら他の事業への事業費の流用はできるが予算の立案におい

て事業間調整 をす る。

3.事 業は一宮市補助金等交付規則に基づき実施す るが詳細は別途定め

る。

4.事 業の期間は、毎年 4月 1日 か ら翌年の 3月 31日 まで とす る。

5.事 業の企画及び実施 については、執行部役員が中心 とな り、市教育

委員会の指導・助言のもとに地域の関係団体及び機 関 と連携 を とり、

事業効果を高めるよ う配慮す る。

6.事 業の企画にあたっては、効果的な募集方法を検討 した り、わか り

やすいネー ミングに した りす るな どして、より多 くの参加者 を得 るよ

うにす る。

7.参 加者 をよ り多 く集 めた り広範囲の地域課題 を解決 した りす るた

め、複数の公民館が共催で事業を実施す ることも考慮す る。

8。 事業の実施 にあたっては、毎回事業内容 を記録 し、事業等の評価 0

反省、参加者へのアンケー トな どを行い、次期の事業のため簡単なま

とめを作成す るよう努 める。

9.事 業費のほか、各公民館の運営の経費 として公民館運営費を交付す

る。各事業の支出に小額の不足を生 じた ときは、公民館運営費か ら補

填す ることができる。

10.事 業終了後 は速やかに次の書類 を一宮市教育委員会教育長 に提 出

す る。 (1)事 業精算書 (2)事 業実施報告書 (3)精 算内訳書

2



魅力ある地域づくり事業

1.目 的

都市化、核家族化、高齢化の進展な どの社会変化により、地域の連

帯意識は薄れ、 日常生活での地域社会 とのつなが りが少な くなってき

てい る。 このため、ぬ くもりと家族 のきずなで結ばれた家庭や、思い

や りと連帯に満 ちた魅力ある地域づ くりの推進に努める。

2.事 業

目的を達成す るために、地域の実状に適 した 目標や課題 を定め、次

の事業の うち一つ以上を選択 して行 う。

(1)ま ちづ くりに関す るもの

(2)世代間交流に関す るもの

(3)地 域の歴史・文化 に関す るもの

(4)コ ミュニティづ くりに関す るもの

(5)ボ ランティア活動 に関す るもの

3.実 施方法
より多 くの住民が参加 しやす くす るため、開催場所、開催時間や期

間を考慮 して実施す るよう努 める。

4.実 施主体

事業の実施主体は、 「魅力ある地域づ くり部」 とす る。

5。 経費

地域づ くり協議会交付金 120,000円 及びその他 の収入 をもって充て

る。

※交付金は、原則、上記の金額ですが、予算立案にあた り、事業間調

整 をして くだ さい。



家庭・青少年学習事業

1.目 的

次代 を担 う青少年 に、多 くの学習体験や実践活動 を通 して豊かな人

間性 を育てる。事業を次世代に引き継 ぐことで、公民館 の未来を委ね

る。また、家庭の教育力の低下が指摘 されている今 日、様々なライ フ

スタイルや家族の形態に対応す る学習支援を行 う。

2.事 業

目的を達成す るために、地域の実状に即 した 目標や課題 を定め、次

の事業の うち一つ以上を選択 して行 う。

(1)青 少年対象の体験活動

(2)青 少年対象のボランティア体験

(3)親 子で参加できるふれあい活動

(4)子 育てや しつけ支援活動

(5)そ の他、青少年活動や家庭教育に関す る事業
3.実 施方法

青少年が参加 しやすい± 0日 ・休 日や夏休み・冬休みな どに実施す

る。なお、地域学校外活動な ど他の事業 と日程、内容が重な らない よ

う留意す る。

4.実 施主体
事業の実施主体は、 「家庭学習部」 とす る。

5。 経費

地域づ くり協議会交付金 120,000円 及びその他の収入 をもって充 て

る。

※交付金は、原則、上記の金額ですが、予算立案にあた り、事業間調

整 を してくだ さい。
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成人 口高齢者学習事業

1.目 的

成 人 男 女 が社 会 生活 を送 る上 で 直 面 す る、 さま ざま な課 題 に対 処 す

るた めの学習機 会 を提 供 す る。

な か で も、高齢 化 社 会 が進 展 し、 高齢 の受 講 者 が ほ とん どを 占め る

現 実 を鑑 み 、高齢 社 会 を理 解 す る、世 代 間 を理 解 す る、 高齢 準備 期 ・

高齢 期 に備 え るな どの課 題 を解 決 す るた め、各 種 の学 習 プ ログ ラム を

よ り多 く提 供 す る。

2.事 業

目的 を達 成 す るた め に、地 域 の実 状 に即 した 目標 を定 め、次 の事 業

の うち一 つ 以 上 を選 択 して行 う。

(1)教 養 講座

(2)趣 味講座

(3)専 門講座

(4)講 演 会

(5)そ の他 の学習 活 動

3.実 施 方 法

よ り多 くの住 民 が参加 しや す くす るた め、 開催 時 間や 期 間 を考 慮 し

て実施 す る よ う努 め る。

4.実 施 主体
‐事 業 の実施 主 体 は、 「成 人 学 習 部 」 とす る。

5.経 費

地 域 づ く り協 議 会 交 付 金 120,000円 及 び そ の他 の収 入 を もっ て 充 て

る。

※交 付 金 は 、原 則 、上 記 の金 額 です が 、 予 算 立 案 に あた り、事 業 間調

整 を して くだ さい。



女性学習事業

1.目 的

女 性 が そ の特 性 を生 かす 一方 、 さま ざま な分 野 に参 画 しつ つ あ る今

日で あ る。 女 性 の資 質 の 向上 を図 り豊 か な人 間性 を養 うた め、 時代 に

適応 した学 習 プ ログ ラム を提 供 す る。

2.事 業

目的 を達 成 す るた め に、地域 の実 状 に即 した 目標 や 課 題 を定 め、次

の事 業 の うち一 つ 以 上 を選 択 して行 う。

(1)教 養 講座

(2)趣 味講座

(3)専 門講座

(4)講 演 会

(5)そ の他 の学 習 活 動

3.実 施 方 法

よ り多 くの地 域 女 性 が参加 しや す くす るた め、 開催 時 間や 期 間 を考

慮 して実施 す る よ う努 め る。

4.実 施 主体

事 業 の実施 主 体 は 、 「女性 学 習部 」 とす る。

5。 経 費

地 域 づ く り協 議 会 交 付 金 120,000円 及 び そ の他 の収 入 を もっ て充 て

る。

※交付 金 は、原 則 、 上 記 の金 額 です が 、予 算 立案 に あた り、事 業 間調

整 を して くだ さい。
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学習発表会事業

1.目 的

学習成果の発表の場 を提供 し、学習者の 目標設定や知識・技術の向

上を図る。

2.事 業

目的を達成す るために、地域の実状に適 した 目標や課題 を定め、次

の事業の うち一つ以上を選択 して行 う。

(1)作 品発表会 (文 化展、作品展等 )

(2)芸 能発表会 (芸 能祭等 )

(3)(1)(2)の 複合事業 (公 民館まつ り等 )

3.実 施方法
より多 くの住民が参加 しやす くす るため、開催場所、開催時間や期

間を考慮 して実施す るよう努 める。公民館の講座や公民館利用 グルー

プだけでな く、地区住民の参加 も呼びかける。

4.実 施主体

事業の実施主体は公民館全体 とす る。

5.経 費
地域づ くり協議会交付金 80,000円 及びその他の収入 をもって充てる。

※交付金は、原則、上記の金額ですが、予算立案 にあた り、事業間調

整 をして くだ さい。



体育 レク リエーシ ョン事業

1.目 的

生涯 スポーツ、 レク リエーシ ョン活動 を通 じて地区住民の健康、生

きがいづ くりを推進す るとともに、まちづ くりや地域活性化を図る。

2.事 業

目的を達成す るために、地域の実状に適 した 日標や課題 を定め、次

の事業の うち (1)を 行 う。 (2)～ (4)の 事業 も行 うことが望ま しい。

(1)地 区運動会または地区体育祭

(2)生 涯スポーツ活動

(3)レ ク リエーシ ョン活動

(4)そ の他の学習活動
3.実 施方法
より多 くの住民が参加 しやす くす るため、開催場所、開催時間や期

間を考慮 して実施す るよう努める。

4.実 施主体
事業の実施主体は、 「体育 レク リエーシ ョン部」 とす る。

5.経 費
地域づ くり協議会交付金及びその他の収入 をもって充てる。

※交付金は、原則、体育 レク リエーシ ョン事業費一覧 (別 表 1)の 金
額ですが、予算立案にあた り、事業間調整 をしてくだ さい。



(別 表 1)

体育レクリエーション事業費一覧(丹陽除く)
(人口基準日令和3年 10月 1日 時点 )

官西 B 257

B 257貴船

神 山 C 284

―■ =ヒノヽフしヽ A 230

向山 A 230

冒 ―■
日 上 A 230

葉栗 C 284

西成 F 365

浅井 C 284

」ヒ方 A 230

大和 H 419

今伊勢 E 338

奥 B 257

284萩原 C

C 284千秋

A 230起

B 257小信中島

B 257三条

257大徳 B

B 257朝 日

A 230開明

F 365木曽川

A 1万人未満 230

B 1万人以上 1.5万人未満 257

C 1.5万人以上 2万人未満 284

D 2万人以上 2.5万人未満 311

338E 2.5万人以上 3万人未満

F 3万人以上 3.5万人未満 365

G 3.5万人以上 4万人未満 392

H 4万人以上 419

公民館名
階層
区分

事業費

(千円)

階層

区分
連区人口規模

1金額
(千■)




